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開会式 ●

7●
璽
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3年振りの通常開催となつた「よい仕事おこしフェア」の開会式では7秋葉復興大臣、小池東京
都知事、御室全国信用金庫協会会長にご来賓を代表して挨拶を頂戴し、

″
絆舞
″
の鏡開きで盛大

に開会致しました。

開 き

‐

開会式のメインステージでは、ご来賓の首長様による一言PRを始めt・ 様 な々団体の皆様による
地域創生や販路拡大への取組み等の発表、出展企業様による自慢の技術紹介などを行いました。
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日本電鍍工業欄

盤笙塾壁ユ ____ふるさと長門 いいもの 1自慢

e

■
■
週
―
ョ
ョ
ョ
■
―

６

日

７

日



出展ブース・ ●

の皆様の『本
「食品」に関連する

長引くコロナ禍や原材料高騰などの影響を受けお困りになつてい

業支援』を目指し、特に大きな影響を受けている「ものづくり」「観光」

事業者の皆様にご出展いただき、中身の濃い大商談会となりました。
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::したi2022よい仕事おこしフェアも、全国の皆様のこ
最後は、出展者の皆様、ご来場の皆様が一つとなり、この絆を大切にして、大変な状況を乗り
来る事を誓い合い閉会致しました。
これからもよい仕事おこしネットワークは、全国の皆さんと連携を深め、困難な状況を乗切る
ために全力投球して参ります。
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「白
し
ょ
う
ゆ
」初
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

“
壼
屋
鷲
Ｔ
窟
Ｉ
国
甲
一
肩

地
月
で
，
ヽ
彗
り
れ
る

「自
し
ょ

〓
，
０
」
．
●
Ｉ
ユ
一っ
た
０
ら
一色
が

一震

て

務

の
警

景

盤

一が
う
凛
観
や
な
わ
の
味
を
引
８
立

．轟

繁

は
日
｛嚢
∫
り
め
て
、
日
本
員
絆
燿

・構

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
一
法
に
基
づ
く
有
口

，
Ａ
Ｓ
躍
目
を
取
”
し
て
自
し
ょ

う
０
を
■
綺

・
崚
売
す
る
，
か
つ

お
饉
や
ン
ィ
タ
ケ
．
鳳
薔
の
だ
し

を
加
え
た

一
自
だ
し

一
つ
た
●
け

と
し
て
も
知
ら
れ
る
．

自
じ

●
う
り
の
凛
●
は
小
魯

九
、
人
里

の
習

で
、
小
塞

中

棄
め
け
み
を
需
“
と
す
る
′

『障

に
入
る
も
の
に
、
体
に
彙
く
な
い

場
を
使

っ
て
は
い
け
●
い
一
と
い

さ
り
さ
２
Ｆ
え
工
冒
ツの
オ
．
”
ヨ

壼
，
２
ア
薔
あ
■
●
０
し
て
●
．
ほ
と

ん
と
“
か
な
い
．
ィ
ー
モ
ア

ヨヽ
松
市

）

は
轟
り
■
冨
“
菫
黎
２
う
る
受
薔
盪
雪
〓
ロ
ロ

輌
発
し
、

「す
べ
ら
ん
懸
命

一
の
プ
ラ
ン

ト
で
壼
工
を
手
饉
け

て
い
る
。
大
理
百
が

３
ら
め
く
ホ
テ
ル
の
玄
“
か
ら
壼
に
ま
み

れ
ヽ
●
壷
一
ま
で
輌
広
く
●
入
さ
ａ

．
転
”

亭
餞
“
上
に
腱
醸
し

て
い
る
。

凛

材
料

に
は
、
東
■
さ

れ

る
れ
を
経

用
，
ミ
リ
単
位
ま
で
韓
薔
し
た
饉

、
特
殊

な
壼
蔵
電
Ｅ
Ｅ
彗
壼
‘
畷
ぜ
て
キ
る
．
こ
で

で
摯

っ
た
り
、
ス
プ

レ
ー
状
に
壼
〓
日
，
け

た
り
し
て
仕
上
げ
る
。
夏
う
し

い
燻
た
り

し
た
餞

「
い
ぶ
し

）
や
、
お
“
あ
甍
酒
Ｐ
ヽ

も
な
る
織
な
ど
重
色
Ｅ
襲
硼
す
る
。

苺
の
理
型
霊
Ｆ
“̈
凸
を
重
み
、
本
や

む
が
晨
を
優
れ
な
く
な
う
，
■
、
凛
り

，
っ
く
一■
群
鐘
み
‘
●
‘
●
ζ
“
ト
タ

と
〓
あ
贅
爾
，
Ｔ
，
す
こ
壼
璽
歯

燿
さ
れ
た
が
、
労
築
●
辱̈
彙
菫
ら
し
た
い

劉覇
杢
Ｉ

電

菫

あ
壺

梁

壼

美

堰

…

ヽ

肇

こ
の
ス
テ
ン
レ
ス
ロ

金^
沢
菫
〉
だ
，

ス
テ
ン
レ
ス
の
中
，
、
薔
綸
ロ
エ

フ
ラ

ン
ト
エ
●
ま

一■
で
手
が
け
る
，
の
と
し
ま
水

は
四
●
に
と
る
．
十
月
に
は
．
ビ

ッ
ト
内

の
出
■
を
■
け
負

っ
て
い
た
力
Ｌ
用
贔
艘

■
，

■
―

ン
の
イ

エ
ロ
，

ハ
ッ
ト
の
グ

ル

ー
プ
会
社
と
な
り

、
日
社
の

コ
名
曖
´
生

か
し
て
全
饉

姜
自

を
コ
凛
さ

せ
る
方

針

だ
。伊
藤
じ
“
社
長
は

一年
間
”

一
方
＾
が

Ｌ
目
薔
〓
ほ
Ｉ
り
ヽ
な
っ
て
い
る
＾
防

●
が
当
た
り
前
の
社
会
に
し
た
い
」
と
カ

言

・　
　
　
　
　
・Ｉ

）

ィ
　
”
鯉
鸞
盛
羅
電

に
く
い
と
い
う
ス
テ
ン
レ
ス
の
特
性

産
添
ｋ

“
日
■
量
憂
Ｅ
層

ど
桂
翼
再
●

，
】
駐
“
．
”
替

で
つ
い
生

壼

零

ζ

縁
ｉ

驚

学

む

ヽ
‥

警

な
る
た
め
、
ルあ
薔
麟
性
を
保
つ
た

め
に
Ｌ
〓
あ
●
うな
霜
ち
，
■

い
う
。「”
曇
し
れ
貫
２
８
が
夕
Ｌ

る
か
が
大
切
だ
と
い
つ
も
社
員
に
は

，
そ

い
事

〓

書

奎
壼

電

爛

一
つ
な
い
■
ゼ
生
み
出
す
の
う
．
看

ら
か
な
籠
口
で
任
二
げ
る
の
も
従
業

員
一
へ
一人
り
置
口
２
薔
雪
κ
．

１ヽ

〉

極
細
レ
ー
ザ
ー

用
途
は
多
岐
に

、
コ
ロ
ナ
に
■
け
る
な
‥

一
を
合
議
撃
に
し
た
天
商
摯
晏

、
２
０
２
２
よ
い
は
事
お
こ
し
，
■
ア

　̈
＾
菫
絆
騒
Ｅ
【会
〓

●
　
●
●
わ
二
甍
ロ
ロ
躍
奎
嘔
、東
京
厳
“
饉
”
つ

が
十
二
月

一ハ
、
そ
の
日
ｑ

東
京
・
●
嘲
の
東
京
ビ
ツ
ク
サ
イ
ト
で
日
か

れ
る
．
出
凛
す
る
，
日
日
自
六
■
三
二
魯
め

¨
“
Ｔ
ヽ

フ
エ

ア
に
目
す
る
手
―

ラ
ー
ド
を
国
ロ
ヒ
わ
た
っ
て
磁
介
す
０

■ 2‐ 3●東4rBrrl谷区:ピー

自
静
な
奎
嗜
街
の
中
に
察
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興
れ
た
〓
”
“
て
ア
レ
ハ
ブ
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ク
ジ
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ー
ビ
ー
一　
一■
豪
菫
置

口
谷
区
上
種
鱒
０
）
の
社
ヨ

だ
。
中
に
入
る
´
ヽ
菫
き
〓
・

五
十
の
五
輛
加
工
凛
な
ど
大
電

燎
軍
が
ズ
ラ
リ
．　
”綺
密
菫
露

み
た
い
と
よ
く
“
わ
れ
ま

す
」
．
ｔ
籠
“
社
長
ｎ
ｇ
が
秦

レ
ー
ザ
ー
●
●
，
菫
用
い
た
電
子

一，

ア
だ
っ
た
壼
“
■
●
一が
二
ら

一　
　
　
　
ザ
ー
を
姜
つ
た
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ

■
，

工
学
分
野

の

エ

ン
シ

ニ

一■
品
開
発
に
も
薔
手
、
レ
ー

「
出

”

企
重

“

介

一
一
ヽ

一

‐４

一

う
求
暉
款
彙
螢
員
，
う
の
■
え
を

一
吾
）、
こ
９
〇

一
呼
●
Ｉ
筆
土
”

が
円
“
菫
奎
曼
げ
た
，

攀

薔

員

痣

ず
に
総
電
菅
“
●
小
彙
０
大
重
を

使
用
す
る
た
め
、
Ｈ
”
の
“
機
は

□ ,年

ま…ヽ
嬌

着

り

窪

モ

墾

１̈

燿

。
て

な

一
…

Ｏ
Ｆ
謳
申
ｐ
晨
養
う
苺

，
　
“
缶
Ｕ
Ｏ
ほ
夷
に
も
力
‘
人
に

一卜薇饉
彙
基
苺
薔
儡
薔
多
０
，
ヽ

も
，
と

●

っ
て
も
ら
妻

う
し

た

い
¨
与

…^

）

の
知
彙
を
生
か
し
、
世
界
薔
小

レ
ベ
ル

五^
ｘ
八
‘
■
ｒ
）
の

レ
ン
ズ
〓
Ｅ
察
〕レ
ー
ザ
ー
発

ロ
モ
フ

ュ
ー
ル

邸^
島
）
を
硼

昴
ド
Ｘ
ヽ

四
年
か
か
っ
た
国
澪
塁
瘍
″

菫

義

．

暑

１

崚
や
彩
在
颯
秦
す
る
た
め

ヽ
百

自
盤
の
風
備
を
■
ね
た
が
、
贅

０
燿
菫
百

つ
を
一

〓
．
三
回
饉

ふ

だ

・
夕
を

，

「
従
来
に
な
い
０
状
の
レ
ン

ス
に
し
た
こ
と
で
、
世
界
で
も

颯
を
見
疲

い
〓
０
■

＾
〇

・
０

■
デ

）
の
任
●
レ
ー
ザ
ー
を
晨

い
菫
薔
籠
ぼ
す
こ
と
に
な
り
し

４

一
…

し
　
摯
Ｘ
‘
工
〓
【
，
デ

‘
ス
プ
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・
・
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マ

腱
え
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一

宅
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―
ル
に
よ
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餞
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鮨
●
い
ら
凛
嗜
饉
〓
●
口
”
可

驚

…

Ｑ

…

・

ｍ

ジ
　
た
¨
．
通
こ
う
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ

は
多
餃
に
わ
な
る
，

０
「よ
い
Ｌ
〓
９
●
ラ

ェ
ア
一
出
■
０
■
“
、
０

Ｒ
コ
ー
ト
か
ら
入
り
、

ク

ー
ゴ
た

繊

颯
奮

用

盪

多
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回 ェチ
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災
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商議会 全国のぼ金でつく
る擦行姜員会の主崚^ム 鶴
総 金 (attrpl喘 園 7・4

事務鵜を務める .
凛年開いてきい 、コロ
ナ■でお颯さ捜慣をわ小、
21颯 0中止に,今饉 :ユ 3年
ぶりの増常編饉とな6.17
薔道府県の期 金が

“

彙、
1“の 企 業・ 団 体 が 出 襲 す
る .

■
に
な
れ
ま
す
．

で
貢

怪
で

Ｉ

菫

了

、

議

田

ブでの一■対
―
腱・ 性員

や色が腱う2薇鑽の自鷲を成
彰する
'こ
色鵞形 にも拍み .

は
'い
いものを作つているこ

とを全口のパイャーさんに餞
える組会にしたい と扇す

コロナ■にRA.―

… …
篠

のホ凛を支

“

しようと、尭
り上げ増蜘に

…
く rB

`●
B」

“

ヨ暉口

"1)の
マ

ツチングに性力す●.コロ
■の|―

…

3隷
薔「ものづくり」1眩 r食
島メ:0臥 「■先な

“
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の企摯。団体が、4400ブー
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壼m卿形が■ヵ,211i3燿 に
動災用品の企樹熱発に,入し

壺 :霊 勢
ツキート」 =写嘉‐を出A.
A4大 の議理シー ト 1軟に●
とスプーン、フォークをセツ
ト. ・興宙時、切●外してす

議 盤 露 縄 姦ケ
とな

r濠‖栓1シェアri位
ヤシマ

`甕京都大田区リ

自動車用パ /テ ll の部品

「綾口棲」の薇燿で、ヨ内シ
エア霞位をおる。大峰 ど
撃質の書い ■場を

“

Ftサ

`「薇工■ ,,21mmRA邁 輸
できる凛薇の I●人でコストを
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'厳
しい轄 tを生8残るき ,́

力

“

サに したい ;と フ ェアに嬌
け る .

L反口:をアピール

=反
田

“

口衝薇

"増
合

東ヽ京椰串′11区 |

a貪宿や日円
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宙など詢
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“
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める。年2口摯いの会締鮨薫
■場を政え、月 1ベースで清
掃や花の●■も.●

“

局の島

"7●
●さん (671は

'フ
ェアで

``五
腱日という街をアピール
したい」と菫氣込む.

地
域
の
ま
え
僣
燿
金
庫

出
展

奥
の

議

アパレルの感覚活用  精密部品を射出成形  「地鶏の工機j食卓に
=購
プレシジョン 九 トボートリー●●マーマレーション

`=…
)

ア′
`レ
ル●界の出轟書らで

20"年にOH.ス ポーツチー
ムの公式スーッの銀作、今鑽

―
ブランデ イング.欧葉

業など多彰な

`纂
を議用す

る 事部漁,o社長 :40'は :ア
イレルのノウハゥやセンスを
生●.・し、社会をよりよいもの
に壼える撮察をしたい,,

lMim
「す
べ
ら
ん
剤
」
転
倒
防
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癬
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癬
灘
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窮
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一ヒ
〓
〓
口
Ｆ
●
●
け
、
お
詩
の
な
尋
件
餞

円
柱
の
鏡

浮
か
ぶ
滑
ら
か
溶
接

●
曇
■
２
■
〓
〓
“
覆
げ
、
タ
ン

ク
や
は
大
な
ト
ラ
ム
な
ど
き
ま
ざ
ま

●

各
駆
霞
厖
ぢ
．
菫
量
ふ
一

カ
ラ
フ
ル
な
魚
や
ク
ラ
ゲ
が
プ
ロ

ツ
■
タ
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
ノ
■
３
昴

の
工全
３
疎
を
雄
″
、
“
の
中
を
歩

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
幻
想
的
な
空

)

注目
鋼
〓
望
獨
に
■
■
■
壺
口
め
ゆ
が
み

を
口
え
る
た
め
、
日
大
な
ス
テ
ン
レ

ス
雪
藉
壼
予
饉
雷
じ
＾
慕

口
行
り
菫
質
ｒ
予
は

ユ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
宋
一

讚
に
す
る
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も

一
つ
の
技
崎
，
日
●

っ
て
い
一●
か
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一
二
ヽ

ステンレス `衡に耐   11121E
う
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…
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リml.したmFをチIIコ レート
●Eつた
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曇●マント1.金田

"発
窯の
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●平
=鑑
(")に

''エ
アで販売先を増やした

品質の良さが強み

(~m●贅歯,
■●体口

"“
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スチックmfra社。「●●nt●
綺卜 :|||‐ い 静

“
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u― ■ (42).3摯 m

…
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t、 m● Aさ″嘔り

"と
摯 .

崚装技術に自餞あり
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ら
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、饉み●てまで一活して費
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つかり●える .と 平島

"久
社長
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メトロ醸●
t童京●千代口は ,

有豪

“

で運営するカレー●口疇

'ら

、くてい 1の 名物、ステーキカ
レーを蒙露で■じめるレトルト棗

品を鶴発した.■ クのあるルーと
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`マ
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:轟 II屋繹穐轟|
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“

な熟の凛 ●生
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“

れ
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疇

“
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●・慎口

"黎
が情曖すること

が、■元の童・●・■の連
"で社会m● 行つた拍凛●雷され

た0と
―
る.
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きわ■嘔漱
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ヽ
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姜田紳 4・こした
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饉
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来月6、 7日 ビッグサイト

京ビッグサイト6

6、 7日 東京ビッグサイト

ビッグサイト

出
農

案
の
機
顧

グランツチク′つ―タス
t菫東

“

口江市 ,

A■ M●― ■疎など・
電

韻畠のメーカー.もらつた3次
た
'―
夕から2次元の自嗜●作

り、金製なして膨にす●. ',
スト●●口喝燿日に書るのが強
みよと
―

   (て
・
31社長

① 。自由なものづく,を用
け、フェアでは奎中けむティス
プレーを目示する、

出
展

奥
の

麟

剛

.督嘔
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全国の

…

一菫に会する商換舎「よしヽ仕事おこしフェア」が6日、3年ぶりにi■■

つ影て東京で始まりました。

拡 島歩―ステルげ

隧 患

全●中りヽ全秦0菫螢会 3年ぶりに■■■■

1● |● l 
“
2=`● ●′い●わ

食目申小全
=の
籠議会 3年ぶり壼雷闘曇

r/4θど″Иテレイ

地域活性化へ中小事業者のビジネスマッチング

信用金庫のネットワーク活用

篠 ″本テル〃

れ義65

―

e=ュース

全国中小企業の自餃会 3年ぶりに通常開催

全国中小企童の画議会 3年ぶり通常翻催

全目の●23嘔猥癬‐

=晴
す詢 螢「よ1生予ゴ

=し
フニア」,6日  3年ぶり

=通=,Vで
貫

票で灘 りました、

… …

ニュース

全国中小企業の商談会 3年ぶりに通常閣催

全国中小企業の商議会 3年ぶり通常開催

地麟活性化へ中イ暉彙者のビジネスマッチング

1]用金藤のネットワーク活用
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龍,膳 を明るく元
警餞」ヽ企業の発展

餘

るし  ~`~
思つてじヽるので‐

ヽ
こ Cl

…

薔
―
  
―

3年ぶり通常聞饉

，
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最新のハイライト無料配信中

3年ぶり
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よい仕事おこしフェア きょう開幕
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¨

社会問題解決後の世界描きたい

トータイベントで

‐ ■太さん事薔ろ

だ暑:

色
あ
せ
な
い
「小
原
鐵
学
」
語
り
継
ぐ

襲

藁

誕

難

神
練

〓
の
な

え

今
よ
畳

を

う

？

露

ａ

〔

学

一

（
東
京
”
自
）
に
は
、
小
瞑
輌
神
を

奎
び
出
ご
ら
自
目
爾
金
露

諄
会
の
静
曇
腱

は

「小
魚
さ
ん
か
ら
は
、
菫
理
に
基
づ
く

一人
ロ
カ
′・ヽ、
人
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ん

だ

一と
選
べ
、
地
颯
の
発
展
に
尽
く
す
に
は

雷
金
曖
員
の
人
間
力
こ
そ
が
大
切
だ
と
し

た

川
本
理
●
長
は
日
園
っ
て
い
る
人
を
島

け
る
。
こ
れ
こ
そ
小
瞭
颯
学

」
と
、小
票
精

神
を
受
堕
椰
い
て
い
く
考
え
を

不
し
た

会
場
で
輪
島
き
ょ
う
だ
い
の
作
品
展
．小

‘
“諄
●
る
こ
し
フ
エ
ア
の
，

■
で
‘
●
さ
れ
る
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
＆

Ｋ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｅ
”
　
一●
ヨ
、”
夕
に

″
雄
区
２
８
ｐ
う
グ
サ
イ
ト
で
　

を
と
ら
え
た
機
と

し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

r'信全の神様 _の教えュ新たに対談収録東
京
ビ

ツ
タ

サ
イ
ト

（
東
京
お

江
童
区

）
で
六

日
に
日
３

す
る

「
よ

い

笙

０
お

こ
し
フ

ェ
ア

」
で

鮮

爵

誘

羮

羹

妻

錬

の
切
り
Ｌ
の
作
島
ス

ネ
ル
も
重
票
た
一れ
る
。
会
場

内
の
東
京
重
日

の
農
示
ス
ベ
ー
ス

（
プ
ー
ス
）
積

に
作
品
十
四
点
が
相
げ
ら
れ
た
．　
　
‥
●
面
●
口

作
品
は

「
オ

ニ
ツ
カ
タ
ィ
ガ

ー
」
の
ス
ニ
ー
カ

ー
に
採

用
さ

れ
た

絵

や
、

フ

ア

ッ
シ

ョ
ン
饉

事

「
東
京
ガ
ー
ル
ズ

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
の
公
式
グ

ツ

ズ
に
饉
賄
き
■
ド
ン
■
，
ス
ト
な
ど

＾
■
太
さ
ん
の

絵
は

「
澁
ひ
ル
メ
‘
堅
２
電
い
な
い

一
と
い
う
田
遍

の
情
■
町
鬱
な
鷹
発
目
颯

（
Ｓ
Ｏ
Ｃ

ｓ
）
の
本
質

一
部
会
長
と
盛

翻
信
用

金
車
の
川
本
義
治

理
事
長

の
対
談
を
新
た
に
紋

録
し
た
。

（
由
害
Ｆ
宋

一
八
九
九

，

一
九
八
九
年

）

は
全
魔
置
〓
π
会
長
で
‘
壇
南
個
奎
死
露
菫
¨

長

・
会
長
ヽ

小
瞑
さ
ん

の
話

を
ま
と
め
た

「
こ
の
道

一
が

一
九
八
七
年
に
本
颯
に
轟

載
さ
れ

、
そ
の
後
、
単

行
本

「
こ
の
な

わ
が
遭

」

（
菫
祟
新
闘

）
と
し
て
出
崚
，

「
負
す
も

日
切
、
費
さ
ぬ
も
彗
切

一　
ヽ
人

機
に
貸
せ

一
な
ど
の
名
彗
を

エ
ビ

ツ
ー
ド

一
ｔ
ｆ
Ｏ
に
紹
介
し
、
　
一
鹿
鬱
聟
の
綸
轟
ご

の
政
え

』
は
そ
の
ぼ
婦
本
と

な
る
．

―

中小464企業 紡ぐ商機

挑
戦
す
る
企
業
多
数
出
展

景
ビッグサて

全
国
の
信
用
金
置
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
コ
ロ
ナ
書

や
綺
価
あ
な
ど
に
直
薇
す
る
中

小
企
業
の
本
書
窓
キ
薔
〓
塁
色
百

議
会

「
２
０
２
２
よ
い
仕
事
お

こ
し
フ

ェ
ア
ス
日
実
行
晏
員
会

主
籠
、
東

京
新

饉

後
援

）
が

事
綸
轟
毒
ょ
う
だ
い
の
書
昌
も

０
薔〓
軍

墨

ク
の
霊
〓
露
〓
な

る
今
回
は
、
本吾
理
裏
層
躊
の
二

墨

・―

露

■
繋
も
と
薔
懇
聡
全
亀
三
奪
り
上

秦
り
の
処
理
時
に
出
る
熱
で
Ｅ

ハ
γ

ヽ

ウ
ス
で
脅

て

た
バ
ナ
ナ

「鶴
優

バ
ナ
ー
ナ

」
を
Ｐ
Ｒ
．

…

…

懇

法
や
、
雪
国
の

パ
ナ
ナ
と
い
う

意
外
性
を
ウ
リ
に
す
る
。
【
ナ

げ
増
加
に
結
び
つ
く

「
Ｂ

ｌ
ｏ

一
ナ
を
最
培
す
る
晨
藤
硬
ヨ
塁
難
一

六
、
七
の
関
日
、
東
京
‘
江
栞

一
Ｂ
」

（
企
業
間
取
引
）
の

マ
ッ

・
の
シ
モ
ダ
産
業
の
指
般
弘
士
さ

区
の
東
京
ビ

ツ
グ
サ
イ
ト
で
調

一
チ
ン
グ
に
力
を
入
れ
る
。
も
の

一
ん
は

「
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い

か
れ
る
。
（
壼
７
心
“五
日
、
四
百

一
づ
く
り
や
食
品
、
観
光
の
三
業
　
る
企
織
と

の
出

会

い
が
楽
し

六
十
四
の
出
晨
企
業
が
商
品
を
　
組
を
中
心
に
、
四
百
四
十
六
の

一
み
」
と
期
待
を
書
せ
た
ち

並
べ
た
り
，
事
業
を
颯
介
す
る

一
出
民
ス
ペ
ー
ス

（
ブ
ー
ス
）
が
　
　
本
紙
の
出
慶
プ
ー
ス
で
は
、

パ
ネ
ル
な
ど
を
掲
げ
た
り
し
て
　
会
場
に
並
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
問
実
行
費
事
務
局
の
崚
南
信
金

準
喘
を
選
め
た
。
人
場
無
料
，　
・　

新
鵬
県
拍
崎
市
は
、
産
業
魔
　
の
元
理
事
長
．
小
源
藤
Ｉ
静
さ

よい仕事フェア開幕
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薇^
■

●

口
，
■
●
２
う
■
，
■
●
●
一

３

〓

３

，

，

薇

一

，
，

３
１

い
．
薔

■

本

ヤ

〕●
ア
イ
デ
ア
２
●

一

ぼ
講
一酵
彬

群
態
憂
餓

″ い
・
端 識隊 新聞】

墨

■

爾
金
菫

彙^
〓
“
喬

螢

■
が
５

発

し
て
い
る
．
取
引
先
と
雄
方
の
特
色
あ
る
■
■

と

の
コ
な
菫
ヨ
■
，

ヽ
ヽ

，
月
に
は

―奎
口
の
●
用

金
●
●
を
遍
じ
て
嬌
め
た
●
５
０
０
■

・
日
は
が

，
腱
子
０
■
●
■
ヨ
８
壼
ｇ
工
”
く
。
川
本
●
む
■

●
長
〓

凛
〓
，
‘け
で
は
“
彙
て
き
な
い
事
●
に

一梁

ご

く

ヨ

ー

“

趣

ヨ

軍

ヨ

困

敢

饉

ヨ

薇
に
■
疇
建
の
高
い
支
■
に
こ
だ
わ
■
■

一壼

０
わ
け
彗
．

颯
社
・団
体
対
面
商
談
に
熱
気

劇いの嬬円金嘔のネ フトワークを活用し、

404● 企業

…

■する「
""よ
ιせ ●

おこしフェア1颯馘綺姜n会疵億、東京輌鶴
鋤 が0日、東京●江彙区の稟京ビツグサ
ィト●・mし た。,日

`向
け:Om～年● 4時 i

まで。入■無●ヽ
… …

ヽ初

13から新た/●ビジネスの

“

0生 まれた。
(鳩解 )

・
ト
ー
ク
や
菫
“
費
口
‘
重
〓

ん

の
目
剣

本

「
一
●
金

の
神

様
」
の
軟
え
　
今
よ
み
が
え
る

小
環
饉
学
」

（
東
京
薫
口
）
な

′
あ

〓

〓

璽

響

亀

晨

ア
ー
テ

ィ
ス
ト
綺

３
■
太
さ

ん
、
一電
奈
ん
の
を
品
の
パ
ネ
ル

も
尋
示
す
る
。

（大
島
晃
平
）

よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
開
幕

婁
昂

名古屋の食品費造会社 X

東京のオンラインショゥブなど

信
金
の
出
番
き
め
細
か
く
対
応

懇
獅
副

恭治氏川本

一一 モ
リ
上
げ
が
萬
■
す
０

さ
里
Ｅ
〓

壼
●
饉
Ｅ
ヽ
す
る
０
，
２
■
■
マ
燿
す

　

「曇
金
●
に
０
●
セ
お

一ｒ
３
，■
，
０
〓
ヽ
ぬ
″

中
、
回
壼
ま
で
つ
な
く
た

●
天
な
豊
●
■
，
け
て
い

る
■
●
丙
な
ピ
，
ネ
ス
●

持
ち
の
方
の
”
０
■
か
∞

一雲
，

かヽ
ら
，
■
す
０
り

め
の
●
■
は
●
■
の
だ
っ

０
●
客
へ
め
晨
雪
晨
●
■

に
す
０
．
モ
ノ
づ
く
り
、　
饉
コ
Ｆ
脅
ヽ

”
●
コ
マ
は

”さ
■
一
い
，
１２
月
の
フ
〓

た
ｒ
ｔ
馨
日
ヽ
６
３
て

■
の
一一う
が
曖
ヽ

一
』●

“９
■

食
畠
を
テ
ー
マ
に

”
ヽ
‘
，
た
て
、
”
ら
わ

ア
は
壼
甲
〓
栞
″●
●
■

３
た
が
、
鷹
け
“
や
エ
ネ

ら
を
き
め
●
か
く
で
き
る

奎
目
か
ら
的
４
５
４
社
・　
け
薔
い
せ
疑
Ｆ
壼
覇
■
■
）
を
こ
め
る
の
も
日
”
め

一

ル
ギ
ー
壼
露
タ
ト
ロ
ｌｌ
Ｋ
　
の
が
●
用
●
●
．
０
こ
そ

団
辱
”
出
口
す
る
．
う
ち

て
い
な
い
こ
と
が
●
大
の

つ
だ
一

‥

″
目

募

‥

露

議
盪
●
全
え
な
い
豊
尋
■

６
」

●
ｔ
ラ
〓
Ｚ

二
●

●
■
晏
〓
壼
イ
モ
ン

二ヽ
■

　
　

　

　

　

　

　

，
１

シ
ョ
ン
●
■
〓

幡
苺
暉
で
き
て
い
な
い
取

晏
彎
を
轟
め
る
奎
こ
饉
奎

と
彙
‘
き
ヽ

〓
蜀
〓
薔
士

引
キ
撃
８
自
に
の
〓
〓
■
　

の
ヽ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
１２

Ｑ^
ス
置
の
■
と
し
た

い
．

■^
駄
〓
〓
Ｆ
け

で
は
郷

口
”
）、
７
の
日
日
に
●
内

軒

お
こ
し
に
取
り
０
０
●

薇
で

き

な

い
０
●

に
あ

て
大
口
摯
，

ヽ
よ

い
璧
●

“
〓
日
６
あ
“
需
五
ど
こ

ム
●
臀
受
景
蜃

熙
■

し
て
い
こ

■
〓
審
■
で
ヽ

事

目栃
ｔ
‘
、
率
】
●
奎
螢
と
の
拿
●
■
●
′
”
，
夕
の

υ
Ｅ
Ｅ
書
で

な
，
ヽ
ヽ

甍

遷

重

案

千
議

、
●

一も
ち
ろ
ん
奎
曇
〓
用
お
姜
り
角
な
イ
ベ
ン
ト
だ

‘ュ
栞
〓
”
、
日
■
〓
コ

ン
し
て
●
●
に
奎
腱
贅
■

っ
た
、
今
ロ
メ
コ
，
，
■

の
“
●
〓
つ
撃
晉
二
壼
一

Ｌ
ヽ
い
う
，
■
雲
君
Ｅ

や
會
９
■
、
日
〓
Ｌ
曇

と
し
、́い
Ｓ
，．

隻

重

話

Ｑ

蜃

口

豪

薔

〓
霊

Ｅ

ヘ

「〓
Ｑ
〓

ヨ
″
．゙

一（
マ
サ
ー

　

革
笙
冒
冒
撃
作
り
彗
類
却

ズ
ア
イ
ご
博
出
■
プ
ー
ス
で
、
　
の
宅
腱
弁
当
だ
が
、
コ
０
ナ
■

ハ
ー
プ
ロ
嗜
の
チ
キ
ン
を
“
彙

´
で
売
り
上
げ
が
自
■
，
新
た
な

童
童
ビ
ッ
′
サ
イ
ト

颯^
●

●
こ
菫
区
）
で
六
日
■
●
し
た

一よ
い
は
，
お
こ
し
，
エ
ア
」

で

〓
あ

△
お

・Ａ

豊

轟

馬一

ベ
ン
ト

に
出
目
し

た

．

‥

ヽ

曇

競
婢
雲
館

３
●
不
し
た
ｆ

いみ
ん
な
し
あ

雰

…

薔

Ｓ^
，
Ｇ
ヽ
）
に
ち
な
ん
だ

さ
い
ヨ
？
■
な
，
こ

〓ヽ

倉
目
Ｆ
●
●
■
・薔
の
世
”

を
■
●
τ
鷲
Ａ
〓
二
，
こ
、

さ
ら
に

コ
業
は
自
力
の
市
う

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
，
こ
メ
モ

ら

、
Ｒ

全

‥

く

費
等

Ｆ

な

８

０

ヽ

わ
せ
，

　ヽ

颯^
壼
菫
邑
７

壼

ｔ

ｉ

糧

し
た
の
が
レ
ト
ル
ト
●
〓
”
ヽ

一
０

お

モ

お

〓

表

寧

け
て
■
■
諄
口
を
導
入
す
る
な

ど
じ
、
今
日
の
チ
キ
ン
を
自
昌

興

場
教
壼
罰
薔
露
菫
栞
●
ｅ
は

ヽ
こ

の
フ

ェ
ア
に
こ
薔
委
員
″
●
入
れ

“
百
ヨ
〓
“
Ｆ
夕
ヽ
ロ
コ
し
て
い

一１一離
弟
わ
邦
議
森

一筆
一織

贈

”

■

癬

い

一憲

魔

彗

ヽ
３

イ
こ

一”
ヽ

こ

と
オ
ン
ラ
イ
ン
レ

神
モ

　̈
；

‐
ス
・ほ

一
フ
，
ア
め
●
手
●
一い
た
０
●

・８

‥一種

署

i

l

実

ヽ場内新聞で麟気を速報
本紙■口

"ubFEE」
を出晨

…
。eヽ rよいこ事おこt´ フェ

アJの会●に●●し、黎掟

“

点としての

ア哺●●椒RCnOこ■■グラフで適●●
るA3サイズの

―

―

ntT、

3年の■薇餞人さん●l,、 天0久崚さん

薔ヽ
彙
京
支
■
■
・
本
宣
支
砲
一

iさん●「伝える0●では、輌手のことを■
,えた●■■●●t大,なと,んだJと饉し
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よい仕事おこしフェア閑幕
僣
用
金
暉
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク

こ

薔
”
レ
こ
璽
議
会

「
２
０
２

２
よ
い

〓

〓

，

■

ラ

ェ
ア
」

（奥

襲

基

極

、
肇

露

震

９
翌

日
、
こ
轟

の
日
轟
摯
露
潜
え
ヽ
盤
堅
●
し
，
ヽ

一壺
要
万
め

通
話
爾
饉
で
、
蘭

饉
に

つ
な
げ
た
い
と
饉
優
輌
な

醸
し
合
い
が
●
む

壼
ヘ

上
墨
職
曇
昇
コ
，
ボ
で
重
命
を

曼
日

が

取
材

し

た
新

聞

を

発
行

こ
′

た
。襲

金

式
で
は
、
象^
型
塁
鷹
曇

二
重
五
平
土

地
域
の

コ
メ
で
造

っ
た
日

本
置

「絆
難
」
の
売
り

上

げ
の

一
部
奎

義
量

金

と
し

て
、
台
風
被
議
な
ど

に
理

っ
た

山
形
、
福
ら

、
静
国
各
票
に
贈

っ
た
。
野
田
理
子
棗
院
議
憂
に

続
き
、

■
将
委
事
務
局
の
壌
目

信

金

の

１１，

本
彗

治
理

事
長

が

蜆

鯰

ス
）
で
に
、
フ
ェ
ア
●
田
子
を

せ
、
こ
ぶ
し
こ
ョ
０
た
り
、
こ

‥

・

番

言

露

１

３

墨́

雪

０

霞

　

　

　

量^

菫

〉
し
'ェ

出
展
ブ
ー
ス
に
ぎ
わ
う
商
談

・が鳳 たヽ

多
く
の
出
会
い
に
手
応
え

各
地
の
企
票

ｏ
団
体
が
出
震

は

ヽ
日
程
収
上
と
名
刺
交
換
で

し
た

「
よ
い
杵
性
５
）
こ
し
フ

エ
　
き
た
」

と
多
く
の
出
尋
い

に
鶴

ア

一
．
対
面
で

の
書
議
が
繰
り

．
足
げ
だ
０
野
菜
や
暴
物
の
ビ
ク

広
げ
ら
れ
た

二
日
回
「
籠
路
固

一
ル
ス
の
販
腱
嬌
大
を
組
嗜
τ
出

拓
や
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
獲

一
展
し
た
，
〓
ロ
ナ
禍
瞑
降
、
本

書
に
向
け
た

出
去
い
が
薇
多
く
　
格
的
な
対
園
壼
議
は
初
め
て
。

生
西
れ
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
器
口
だ
と
自
分
の
言
〓
で
し

鞠
繁
魏
襲
轟
髪
粟
舞

六
日
区
）
撼
着
た

な
収
菫
澤
と
　
自
議
会
は
あ
り
が
た
い
」

し
て
開
発
し

た
曖
炉
書
お
壺
露

　

　

「
近
く
の
自
秘
体
や
団
彗
か

目
し
た
．
書
百
壼
壼
輌

負
蕎
め
　
ら

「
ま
ち
お
こ
し
て

一
緒
に
同

少
な

い

バ
イ

オ

エ
タ
ブ
ー

ル

一
な

露

）
蓼

し
ょ
）つ
，
圭

層
壼

か

で
、
に
お
い

も
抑
え
ら
れ
る
．
　

け
ら
れ
、
縁
が
で
き
た
」
と
彗

ホ
テ
ル
や
歓

貪
薔
な
ど
詢
八
十
　
す
の
は
、
五
反
腱
倒
職
質
壺
興

社
が
関
∴
Ｉ
ニ
ナ
〕
、
い，
う
綺
十
　
組
合

（
轟
川
区
）
の
■
醤
難
手

社
が
疇
ム
の
量
愚
夢
示

し
た
。
　

さ
ん
全
０
，
街
の
良
さ
を
発
層

露
村
刑
鳳
締
役
着
Ｌ
は

「予
想

一
し
よ
う
と
参
加
し
た
。

「た
だ

以
上
に
目
味
を
持

っ
て
も
ら
え

一
Ｆ
Ｒ
は
不
僣
れ
一
饉
デ
ー
ス
の

た
ｔ
彙
‡
鳴
え

を
薔
０
て
い
た
、　
や
リ
カ
が

、
今
機
の
活
動

の
し

長
久
限
食

晶

（
欄
島
県
い
わ

一
ン
ト
に
な

っ
た
」
と
話
し
た
．

費
詩
０

の
構

璽
薔

一
社
長
奮
一こ

一
　

（大
曇
塁
平
、
一基
雪
利
楽
）

壺
●
●
●
■
●
な
ど
　
，
ィ
レ
ン
ト
ン
ス
テ
ム
　
に
つ
い
工
■
，
■

菫
工

盈

〓

●
Ｉ

い
五

，

電

電

緩

置

で

岐阜の撚糸会社が新工場

吸葉とともに」社長訴え

¨

建設業界 コラボで革命を

側1の「凛 業:消音工法で働く時間も転換

賛太さん色づかい r素晴らしい1

―
よ
い
仕
●
お
こ
し
フ
ェ
ア
の
“

彎
頂
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
Ｌ

む
歪
鷹
・
自
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
′

だ
、
改
●
■
，
の
中
間
壼
工
会
社

「九
薔
工
書
一　
一壼
京
椰
嘉
川

区
）
の
“
ホ
一轟
代
表
も
、
ヨ
●

内
の
ス
テ
ー
シ
か
ら
「書
さ
ん
の

技
薦
と
の
コ
ラ
ボ
で
挑
漱
し
て
い

け
ば
、
建
設
華
”
も
社
会
●
、
曇

き
方
ｔ
凛
わ
る
一
と
訴
え
た
呂

嘉

、あ
と
二
年
た
つ
と
、
口
饉
栞

は
八
十
万
１
百
万
人
の
職
人
が
不

足
す
る
と
さ
れ
る
。
重
目
仲
菫
″

多
い
”
●
条
件
が
ネ

ッ
ク
に
な

っ

て
，
書
い
人
が
入

っ
て
こ
な
い
」

と
●
ｔ
雙
鳥

″
一
こ
え
ば
チ
ナ
ン
ト
の
人
ロ
エ

事
は
、
ほ
か
の
曽
華
嗜
“

へ
の
影

書
〓
彗
え
．
姜
面
で
は
な
く
夜
目

に
工
で
す
０
‘
つ
求
め
ら
れ
る
と

，
一０
．
二
Ｆ
３
Ｒ
く
な
る
．　
一
エ

事
で
嘔
青
や
事
動
が
出
な
け
れ

ば
、
菫
璽
〓
夢
う
り
つ
れ
る
の

百

一
口
Ｖ
精
後
層
す
の
は
、
●
か
な

工
●
を
奎
た
り
”
に
す
る
“
み

弓

ど
多
絵
塾
占
覆
覆
る

鶴

長

、
…

八
日
“
目
に
分
鑽
し
、
何
の
書

か
、
夕
ち
ι
な
ａ
”サ
食
笙
織

討
し
た
と
い
う
．

藪
晨
の
菫
‘
こ
う
．
■
音
を
抑

オ
家
彙
ジ
一冒
〓
”

のヽ
工
興
も
摯

自
に
鵬
墨
‘　
一サ
イ
レ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
」
と
０
名
し
、
四
十
事
に
総

当
す
る

一凛
夜
の
市
内
・
薗
●

“
¨
を
正
り
８
裡
民
籠
環
で
き

る
と
い
う
，

α
口
か
・２
曇
口
作
■
へ
の
Ｌ
ぬ

で
、
従
来
工
法
に
比
べ
、
作
桑
で

ｉ

４

・翡

お

ｒ
輌
譴
口
し
、
，
ス
ト
一
】
Ｆ
，
う
つ

な
が
っ
た
一
こ
ホ
代
表
●

「た

だ
、
当
社
の
議
綺
で
は
趣
か
な
い

椰
分
が
あ
る
一
と
も
口
り
，
一
し，

”
び
か
け
た
．

いそ
こ
に
ニ
ー
ズ
は
ス
タ
ヽ

み

ん
な
〓
型
口
主
“
υ
責
ウ
ニ
〓
め

て
い
さ
、
■
騒
彗
”
Ｆ
理
〓
菫
■
を

…

」
Ｅ

）

東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト

（東
京
都
江
東
区
）
で
露
か
れ
て
い
る

中
小
企
業
の
商
讚
会

「
２
０
２
２
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ

ェ
ア
」

（
同
実
行
委
員
会
主
饉
、
東
京
新
口
後
援
）
は
七
日
、
最
襲
日

を
迎
え
た
。
全
国
両
貫
冒
【の
出
晨
企
歳
が
集
ま
り
、
自
社
羹
畠

や
技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
中
、
餃
●
県
安

姜
町
で
糸
を
製
造
す

る

「
滉
野
癬
糸．
」
が
会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら

「
私
た
ち
は
福
島

県
双
葉
町

に
工
場
を
建
設
し
、
共
に
立
ち
上
が
る
」
と
訴
え

た
。
浅
野
雅
己
社
長
令
し
が
騒

っ
た

「
た
く
ら
み
」
と
は
―
．

「よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
」き
ょ
う
閉
暮

双
葉
町
は
東
京
電
力
福
島
嬌

一
鷹
発
事
故
で
全
町
避
難
を
強

い
ら
ｉ
〓
ヽ

今
年
八
月
、
十

一

年
五
カ
月
ぶ
り
に
住
民
の
帰
選

が
始
ま
り
、
新
工
場
は
特
許
技

術
を
重
腱
し
た

「
ス
ー
パ
ー
ゼ

ロ
」
レ
』
け
ば
，
咎
●
籍
墨
を
な
こ
委
り

口
遺
拠
点
と
し
て
来
年
四
月
に

籠
働
す
る
。

フ

ェ
ア
初
日
の
六
日
、
洩
野

社
長
は

「
餃
阜
の
町
工
場
の
た

く

ら
み

ｉ

ｎ
フ
タ
バ
」
と
題

し
、
〓
平
菫
間
に
書
彗
拿
■

場
計
腱
の
経
●
を
脱
明
し
た
。

二
〇

一
九
年
、
趣
藩
議
〓
署
¨

の
依
頼
で
初
め
て
双
栞
町

へ
。

「
こ
れ
が
予
定
地
」
と
案
内
さ

れ
た
場
所
は
、
隣
に
除
染
土
編

の
中
口
貯
菫
爾
再
一が
あ
り
、
住

民
も
い
な
い
た
め

「
し
―
ん
」

と
し
て
い
た
と
い
う
。

自
分
が
福
島
大
出
身
と
い
う

織
も
あ
り

「
見
ち
ゃ

っ
た
ら
、

放

っ
て
お
け
た
孫
″
っ
た
」
と
餞

野
社
長
。

「
新
工
場
の
糸
を
世

界
で
売
り
ま
く
り
た
い
，
双
葉

が
す
ご
い
町
に
な
れ
ば

、
日
本

が
元
気
に
な
る
」

富
減
主

四
人
、
大
学
生

一
人

を

票

諄

■

一
人
の
魯

翌

爾

も

内
定

し

た
。
高
校

生

ら
は

「
悔
し
い
」

「
こ
の
エ
リ
ア
を

饉
活
さ
せ
た
い
」
と
天
粁
島
３
一

を
目
り
、
糸
作
り
に
■
日
の
暇

い
も
よ
り
合
わ
せ
る
。

層

ヽ
‥

番

者
に
呼
び
か
け
た
。

「
大
き
な

僣
金
を
背
負

っ
ζ

霊

晏

系

は

大
文
夫
か
、

っ
て
み
ん
な
に
言

わ
れ
る
。
だ
け
れ
ど
も

一
人
で

も
多
く
、
社
員
の
働
き
ぶ
り
を

見
に
来
て
は
し
い
。　
一
番
の
自

慢
で
す
か
ら

」

（
石
川
修
巳
）

小
泉
二
霜
境
橋

本
紙
ブ
ー
ス
見
学

と独特め彗づかいが姜疇らしい |と お
贅. 171ッ・/は人に集せた1蛯建わせる
テげインだ」と語つた.  りu嚇啓ゎ

よい仕●おこしフェア壼

“

日の7日、
4嘲ul=u“u口嗜相が肇 飢 奎彙
の取リロルを観厳 しな 菫京新日のプー
ス
・ 」―
"―
テイスト
ー
■六

さん、●さん´
"嗜
ン {ネルに■

^つ
た

」

…

&“箋嗜
"口

。てt,た
"∞●.“●会員で、■大さんのイラストを

デザインにしたパソグを日介した。パッ
/●.書者郎 ,,7′ ションイベントで
使われた食べ残しを眸ち備るための「 1=

・F―′
`ノ
グ 1.、 賞太さんの 0高がな く知

られるき ,かけの一つとな つた ,
小
"元
環掟相はパネルを見て

'日
る0

よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア

キ
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全
審

露

喜

〓

を

嘉

く

史
釜

ぞ

塞

じ

経

震

著

一る

う

ま

い
壕

む
Ｆ
〆
フ
ェ
ア
」
は
ヽ

ス
濁
只

璽
裏
あ

東
京
ビ
ッ
タ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
う
。
県
内
の
％
社
・

漂

〓

？

ユ

任
・理

菫

賢

あ

づ

く
墨

霊

電

貫

認

缶

Ｅ

暑

鍵
薔
手
ス
％

３
年
ぶ
り
に
一菫
醸
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
節
の
選
饉
Ｅ
戻
し
、

「
ヨ
ロ
ナ
に
彙
け
る
な

大
蔵
雄
含
〓
壼
薇
り
奪
．

県
内
％
社
・団
体
参
加

騒
〓
お
垂
曇
Ц

北

２
５
３
０
更
澤
■
■
し

壽
遭
か
ら
沖
縄
暉
ま
で
の

て
い
る
。
日
壼
、
金
畠
、

″よ
い仕事
お
こし
″フェア開
幕
轟

食
品
・食
材
．観
光
な
ど

４６４

社

・
団

体

出

展

赫

中小企業に出会いの場
コ
ロ
ナ
前
規
模
で
大
商
談
会

奎
”
の
輌
中
金
申
が
力
を
合
わ

せ
、
中
′１、
全
颯
に
出
会
い
の
■
を
菫

富

義

ｆ

〓̈

■
零

‥

，
ｔ

，

泰
毒
、
壺
「
を
蒻
籍
す
う
　
，
て
　
　
●
熱
三
で
，
“
　
　

′̈
７
●
●
”
　

●́
〕

凝
野
秘
糸

餞^
事
颯

一
「
　
７
、
囀
■
１

・、
う
Ｌ
“
■
．　
■
●
一
・
　

・
．　
“
一
珈
．

一の
町
工
●
い
た
≦

，
・，ユ

ー

ミ
亀

ｎ
，
″
（
一
と
●
し
て
“

通
し
、
薇
”
麹
み
月
生
■

一

一口
戦
す
０
こ
の
織
凛
●
〓

こ
た菱
”
社
爆
“
中
宗
箱
４

．

蒻
喘
「
‥
【
発
●
腋
の
賛

■
す
一
、守
「
■
い
●
■
●

‘
　̈
　
　
　
■
ｎ

一
■
●

露
光
栞
者
を
は
じ
め
、

結
ん
で
い
る
自
治
体
、

る
。
各
地
か
ら
訪
れ
る
バ

イ
ヤ
ー
あ
壼
ロ
ス
ヽ

ス
ニ

薇

そ

い
電

駐

曝

昌

革

薔

時
か
ら
午
後
５
時
、
７
日

が
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４

等

、
量

３

る
、
さ
霙
召
出
尋
ほ
次

ｇ

。

坂
下
で
醸
■
の

絆
”
で
崚
開
き
里
≡

「
よ
い
仕
事
お
と
し
″

「菫

（き
ず
な
ま
い
ご

プ
轟

田
き
す
る
。
絆
舞
は
会
場

で
藝
き

れ
竜

７
日
は
内
颯
麓
な
知
事

が
会
爆
を
動
れ
、
本
県
の嘱

は
フ
ェ
ア
実
行
姜
と
地
域

彗

置

を

渇

尾

ロ

括
ヨ
椰
臨
〓
を
結
ん
で
い

る
。

彙
”
豪
の
主
饉
で
、
■

・え
、
お
『
曖
，
自
社
の
疇
一象
曇
（「
壼
●
奎
り
■
●

●
コ
か
ら
や
椰
『
ま
で
一
　
ら
そ
籠
償
し
て
い
る
．
３
一
が
　
曇
生
●
多
ら
」
嬌
‘

２
５
３
の
壼
金
″
“
薔
Ｆ
）
墟
か
ら
蒟
れ
る
●
・
マ
ー
　
腋
↓
彙
っ
ヽ
．
〓
口
　
´

て
い
る
。
３
年
ぶ
り
に
摯

■
一ろ
義
摯
ス
″
，
ス
●
（
■
の
輸
″
な
″
ち
こ
一
‘
＾

・型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
麟
肇

ァ

０ヽ
き
〓
事
彙
マ
′
′
ヽ
　
一」
う
凛
■
い
一
と
多
´
〓

な
失
前
の
綱
襲
に
腱
し
、
一グ
も
支
曇
し
で
い
う
。
　
　
つ
。
秋
興
薇
口
曖
“
中

一コ
ロ
ナ
に
●
け
る
た
，
，
　

“
会
式
て
Ｌ
、
ｅ
ｔｌ
熙

ケ
セ
諄
台
Ｆ
椰
知
事
■
″

“
日
〓
ご
を
轟
け
て
い
る
。
疇
〕
北
菫
区
腱
喘
金
”
罐

腱
辞
を
送
一、
”
、
●
一『
ｒ

撃
内
の
”
社
・
団
体
も
合

め
、
企
薫
、
白
薔
体
、
ス

薔

素

の
ひ

〓

議

『
〓

”

轟
難

曇

豪
壼

郡
こ
東
は

、東
京

ビ

ゥ
ダ
十
イ
ト

福
島
の
工
場
新
設
を
紹
介

茫
一け
バ

一歩

・羅
魏
轟一鍔
辮
議
端
纂
藷
難
蠍

共
表
〓
一の
パ
を
使
い
、
り

一学
●
肇
メ
ー
カ
ー
の
社
員
　
と
ヽ
ｏ
た
金
宗
ニ
ッ
ト
の
ｔ
Ｃ
４
０
４
社

・
団
体
ガ
出

サ
イ
ク
ル
を
書
″
に
し
た

一は

「“
腋
の
ツ
サ
イ
ク
ル
　
ニ
ッ
ト
痙
轟
を
表
示
し

二
琴
し
ヽ
ヽ

誠
型
コ
〓
ナ
の

プ
ラ
ン
、

「Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｔ

一は
肇
蒻
度
が
高
く
、
技
術

た
。
自
色
が
鮮
や
か
で
花

一感
染
払
大
に
伴
う
増
し
い

Ｉ
Ｓ
（ァ
メ
ル
テ
ィ
ス
ン
　
が
薔
●
，
あ
学

いヽ
な
い
。
　
，
Ｃ
Ｆ
い
コ
′
●
ウ
ラ
ン
．饉
演
状
況
を
乗
り
嬌
え
、

の
グ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
と

強
い
，
け
で
あ
る
糸
を
鴻

は
、
会
肇
一こ
わ
れ
た
企
業

嘔
縣
男
■
露
口
に
広
げ
よ
う

―
ス
を
颯

機
災
地
再
生
、貢
献
へ
決
意

　

『
一
甲
｝
中
」
「
一「

響聾無
薇野養糸社長が麟ま
　一̈
・オ〓一
一凛〓一

●
よ
い
仕
】
わ
‘

Ｌ
・
　
が
ネ
●
な
凛
雲
〓

「
■

一

，
モ
ア
・
で
は
、
出
颯
宙

・
暉
か
し
た
．
入
社
が
や
―

一
に
よ
う
ス
テ
ー
ジ
イ
く

　́
っ
た
高
贅
ｔ

・
ヽ
雫
■
■

卜
が
●
り
Ｌ
″
●
ね
て
い

礎
“
〓
輸
■
熟
―．
雉
”
●

う
，
●
”
尊
、
凛
〓
緻
で

轟
一
７
．い
ぅ
ｔ
嬌
■

ｔ
一
．

羽
毛
種
団
を
璧
´
レ
た
。
　
か
し
、
パ
ー
ン
こ
と
の
再

枠
部
ヽ
か
ら
取
引
先
な
ど

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
“

生
を
図
る
技
術
に
関
心
を
　
へ
の
“
奎
用
と
し
て
Ｌ
「
一

フ
ェ
ア
」
の
口
会
式
は
６

唇

鮫

磐

か
象

署

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
内
の
メ
ィ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ

栞
北
地
区
菫
円
金
亭
協

つ
し
、
″
都
道
府
県
の
コ

中小企業 商機広げて

東京で「仕事おこしフエア」

秘
麟
●
一
一
コ
ズ
を
餞

い

後
【
崚
ヽ
お
の
日
”

瑠
●
け
ら
ん
だ
日
本
書

凛
”

・
■
“
輌
き
ち
費

嶋
　
「
■
●
●
●
綺
そ
嘉

´
う
増
再
鏡
奎
「
”
ム
麻

ヽ
躍
●
に
０
彙
内
の
０
金

「
●
轟
一い
ぶ
・“
発

」
、
日

錦
セ
黎

、
・́
　

凛
農
民
製

社
¨
躊
“
Ｌ
　
な
墨
γ
】

常
Ｌ
■
豪
嗅
”
′
，
“
●
Ｔ
静

”

策
か

∴
■
義
―

崎
■

■
′
●
■
一，

り
０
拿
め

疑
“
Ｐ
●
“
〓
と
●
〓

・

て

，
う
　
′
哺
筆
０

一
　

′
●
蓼

ヽ

ル

●
”
「
ヽ
長
に
，
ぅ
　
”

“
　
〓
Ｐ
，
　
・一

●

〓

‥
■
織
″
■
●
＾
．　
，
争

「
■
”
一
■

一
部
町
褻
ヽ

一”
●
Ｉ
『
菫
「
ｒ

一
岳

摯
一
●
彎
●
■
賤

．
颯

卜
●
一
¨
ヤ

ヽ
●
，
　
一

■
〓
″

・一　
　
＾
・
　
・
・

１
■
一
イ‐
●
¨
　

“
　
一

一
鋼
嗅
織
凛
”
車
■

‥

・
ニ

重

番

¨^

＝

●

０

し

フ

ェ
ア

一
が
０
日
、
一
番
菫
Ｆ
彙

区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ー
で
始

ま
っ
た
ヽ
■
内
の
全
４
０
月
●

菫
‘
〓
Ｒ
〕
〓
目
２
８
３
■
査
”

Ｅ
，
ｒ
ヽ

■
０
１
●
■

・
日
体

督
星
置
８
£
ヨ
〓
●
ぎ
い

ア
ー
ス
ι
員
盟
『

Ｅ̈
Ｅ
Ｉ
大
や

新
た
な
取
引
先
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
目
指
す
。
７
日
ま
ζ

フ
ェ
ア
は
東
日
本
大
Ｅ
災
の

捜
災
書
〓
費
で
２
０
１
２
年
に

始
ま

っ
た
ヽ
城
ｇ
■
象

●
署
不

部
品
川
区
）
な
ど
郷
雷
金
に
よ

る
実
行
晏
主
饉
で
１０
回
目
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
機
に
よ
る

中
止

ｏ
日
小
を
携
み
、
３
年
ぶ

り
の
本
格
通
■
，
」
な
っ
た
。
こ

““一う無　一
ス“
0口、

京

ン
ヽ

も
の
づ
く
り
の
技
や

食
轟
　
食
材
、
地
光
に
“

す

織

コ

螢

薔

セ

。ヽ

れ
ま
で
は
２
葉
や
地
域
間
の
綽

一
づ
く
り
が
二
だ

っ
た
が
、
今
回

は
，
０
ナ
補

や
日
窒

玉

獲

轟

・
境
が
厳
し
い
中
小
企
醸
の
本
彙

一
議

畠

Ｌ

も
３

２

食

品
、
観
光
に
関
わ
る
企
桑
や

自
治

体

に
出
展
を
呼

び
か
け

、

嚢

ζ

賃

県
内
か
ら
は

上
天
軍
市
の
農

“
、
●
一
　

　

　

¨
Ｌ
性
ふ

ｉ

●

■
¨
ｌ
“
　

　

」
ヽ
堺

用

，

一
　
一
一

二
ば
、　

　

聰
棘
全
睦

＾

ｔ
ゞ
ヽ
ｔ
，

■

　

一
■
∴

ジ

ャ

一
　

　

　

■

Ｔ

一
　

曜
●
■

、
■

■

，
　

く
て
は

破
ｔ

咄

や

■

，Ｔ
二
、
■
‥、
電
策

や
饉

本
豪

‐１１
い
繊
ヽ
１■
型

や
位
田

の
檬

．ｒ

〓
一Ｌ
ヽ
一
・い
一や

　

・
１１．
〓

”
‘

浅野撚糸社長「復興の力にJ

東京で「よい仕事おこしフェア」

物
奎ゆ 臨 藤 rFn― ●
全国の信用金軍 で

構成する「よい仕事

おこしフェア実行委

員会 1は 6日 、取引
先である中小企業の

販路拡大 :こ向けた商

餃会を東京都江東区
の東京 ビッグサイ ト

で開いた。新型 コロ

ナウイルスや円安、

彙、食品目牒 といつた各地の事業者、自治体な ど針

約ぼn壺はが出農 した。 7日 まで。
313には、企業の技術力や製品を紹介するコーナ
ーのほか、地燻の祭りをVR Q困 畷実)で体験で
きる自治体のプースも。皮ごと食べられる地元の高
級バナナを PRした「シモ

…

幅 県柏崎市)
の■EIIFH社 長は「票外の人に知つてもらい、
地

…

したし」 とカ
ー
た。

主僣奢代表の籠口椰蹟福出信用
―
事長は「新

しい出会いやアイデアのきっかけとなり、地域と企

業の発展につながることを期待している」と話 した。

高
級
水
佐
夕
寸
ｔ
ノ
ー
カ
ー

浅
野
撚
糸

一安
八
都
安
八
町
中

一

の
浅
野
稚
己
社
長
が
６
日
、
■

京
都
江
東
区
で
始
ま

っ
た

一
２

０
２
２

．
よ
い
仕
事
お
こ
し
・

フ
ェ
ア

一
で
、
福
島
県
双
葉
町

で
の
子
工
場
建
設
な
ど
の
取
り

組
み
を
発
表
し
た

フ

ェ
ア
は
実
行
委
質
会
主
饉

で
、

電
日
本

大
盤
災

薇
災

地

の
書
彗
〓
“
ν
一多
ｎ
思
理
に
会
喬
目
の

信
用
金
感
が
機
贅
し
、
１２
年
に

始
ま

っ
た
　
浅
野
毬
糸
は
フ
ェ

ア
の
趣
旨

に

は

っ
た
取
り

織

み
を
し
て
い
る
企
業
と
し
て
．

一装
阜
の
町
工
場

の
た
く
ら
み

ｉ

ｎ
ァ
タ
（

一
と
題
し
て
発
表

し
た浅
野
撚
糸
は

一
時
安
い
中
国

産
に
押
さ
れ
た
が
、
高
吸
水
性

フ
オ
ル
発
売
て
持
ち
直
し
た

浅
野
社
長
は
シ
ョ
ッ
プ
の
曖
功

な
ど
も
例
に
挙
げ
つ
つ

．自
分

は
墨
島
大
出
身
で
電
島
に
思
還

し
か
し
た
か

っ
た
，
双
葉
町
の

優
活
が
日
本
を
元
気
に
す
る

場
量
〓
存
腱
用

し
て
い
く
ル
ン
）

も
に
，
シ

ョ
，
ア
な
ど
を
通
ピ

交
流
人
口
多
増

や
し
た
い

一
と

強
調
し
た

新
工
場
は
来
年
４

月
に
オ
ー
プ

ン
す
る

フ
ェ
ア
に
は
全
国
の
４
６
３

社
が
プ
ー
ス
を
出
瞑
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
紬
”螢
な
″
二
一行

っ
て
い

る
　
県
内
か
ら
は
、
経
野
燃
糸

な
ど
県
内

６
借
金
と
関
係
が
あ

る
企
彙
な
ど
が
ブ
ー
ス
を
出
奥

し
て
い
る
　
一′
日
ま
で

全国の信金 力を結集

よ
い
仕
事
お
こ
し
一
フ
ェ
ア
最
終
日



″後μ L仕事おごιノ=/〔記事)

貫太
.さ

ん作品色づかい称賛
瑶ヽふえ環境蠣l、本紙プース講爾

東
京
。よ

い
仕
事
お

こ
Ｌ

７
ニ
ア

義
要
無
簿
鰤
ネ
．一′
卜
）
―
ク
　
ル
翼
で
を
糠
北
さ
ん
昨
イ
幸
ス

を
隔
覇
Ｌ
彙
轟
麟
金

、上
↑
綾
　
■
凛
簑
ｒ・げ
イ
ン
に
し
た
バ
ザ
グ
・

事
お
ゃ
”じ
フ
ェ
ア
一
が
Ｌ
揺
ｔ
一
奪
餞
オ
毎
亀
．
パ
ソ
ガ
雛
衝
書

．で
，
甍
申
薄
曇
輩
彙
ビ
ッ
プ
号
一
制
け
Ｔ
ｒ
ソ
タ
ｙ
レ
イ
ヘ
ン
ト

ィ
ト
重
警
わ
れ
許
・

十
囃
畿
ぶ

露

ｉ
墓
腱
機
頼
攀
猥
目
蒻
れ
、

各
全
書
轟
取
拳
難
み
量
礎
寝
』

な

車
撃
織
翻

ａ
中
絡
緩
鞣
棄

輩
輩

推
警
寿

農
襲

λ

ベ
ー

ス

一
プ
ｔ
■

∵
も
話
靭
´
議
鐸
綴

め
難
鑢

７
…
チ

ぜ
■
卜
機
島
縛

丈
さ
ん

。
鶴
さ
ん
義
彙
轟

バ
事

筆
饉
地
ム

■
た

．

＋
警

亀
聾
亀
補
韓
童

覆
看
秘

め
て
■
生

一彎

轟
撃
、
一勢
ｖ

で
鐘
わ
れ
た
量
べ
壌
』
轟
轟
一〓

欝

礁
亀

め
の

「
ド

ギ

‥

舞

ｖ

ダ
場
子
賣
ｔ
さ
ん
尋
存
轟
が
藁

く
難
ウ
轟
義
藩

呻
か
け
峨

一
千

と
な

ホ
糞
．

春
集
元
薦
最
撻
露
バ
幕
路
奪

恩
て

「
鋼
る
き
ヽ
鮭
鰹
書
の
儀
づ

か

紳
お

鷲
緊

ら
れ

静

」
と
称

鏡

　

一
【

ノ
／
は
∴
拝
見
せ
た

い
と
懇
島
雌
る
デ
ザ
イ

ン
蕗

犠

と
瀬

コ
亀
“　
　
＾
ム
島
蠅
平

す

【Jヒ陸ψ己新闘

μ混新聞】

― T露 、権奮選豹礁守ピ 子グサ ず卜‐三

胸 /脚
地
域
中
小
企
業
の

販
路
拡
大
を
支
援

全
国
信
金
が
薦
談
会

全
国
の
信
用
金
庫
で
構
成
す

る

「よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会

一
は
６
日
、
取
引

先
で
あ
る
中
小
企
業
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
商
談
Ｔ雰
営
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ

ン
グ
サ
イ
ト

で
開
い
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
日
安
、
ほ
材
科
の
高
需

で
打
撃
を
受
け
て
い
る
地
域
の

企
業
を
支
援
す
る
。
製
造
業
や

観
光
業
、
食
品
関
係
と
い
っ
た

各
地
の
事
業
者
、
自
治
体
な
ど

業
が
栽
培
し
た
高
級
バ
ナ
ナ
を

食
べ
る
来
場
者

１
６
日
ご
養
猥
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト

計
約
５
０
０
団
体

が
出
展
し

た
。
７
日
ま
く

全
暮
こ

は
、
企
業
の
技
術
力

や
製
品
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
地
域
の
祭
り
を
Ｖ
Ｒ

（仮
想
現
実
）
で
体
験
で
き
る

自
治
体
の
プ
ー
ス
も
。
皮
ご
と

食
べ
ら
れ
る
地
元
の
高
級
バ
ナ

ナ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
一
シ
モ
ダ
産
業
」

（新
潟
県
柏
崎
市
）
の
霜
田
真

紀
子
副
社
長
は

「
県
外
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を
元
気

に
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

主
催
者
代
表
の
種
回
郁
雄
福

島
信
用
金
庫
撃
薔
長
は

．
新
し

い
出
会
い
や
ア
イ
デ
ア
の
き

っ

か
け
と
な
り
、
地
域
と
企
業
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

商
議
会
は
２
０
１
２
年
に
始

ま
り
、
今
回
で
１０
回
目
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
２０
年
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
組
み
合
わ
せ
て
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
、
２．
年
は
中
止
と

な

っ
た
。

●薇

長
門
の
味
覚
を
Ｐ
Ｒ

東
京
で
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
エ
ア

金
鐵
の
薔
露
さ
饉
諄
農
踵
軍
す

う
爾
議
奮

豪
お
こ

し
フ

エ
ア
ヽ

欝

壼

零

ぎ

、

日
、
蒙
理
都
工
栞
嵐
の
撃
東
‘

′
グ
サ
イ
ト
で
あ

つ
た
。

理

豊

雰

璽

赳
帯
晨
が
ス
テ
ー
ジ
で
峡
像
を

０
１

こ
〓

一雪
′
ヽ
ア
”
，
，
Ｖ
Ｉ
Ｚ
事
が

ら
０
■
り
、
“
壼
口
ヽ

コ
●
ナ

ａ
ｔ
Ｄ
“
は
■
■
を
■
小
し
て

■
ｒ
●
菫
申
，
な
●
ヽ

ユ
ニ
●
ヨ
■
日
，
な

っ
た
０
“
目
ヽ

自
攪
り
冒
●
●

‥

‥

一
盪
〓
Ｔ
●
一
嘔
■

，
マ
一
，
■
Ｘ
ｏ

ｌ

ｌ

プ
共

命
革
菫
ｇ

【千葉轟〃

地域中小支援で lli談会 都

全離 金県内企業も出震 内

m企 ● も
'一ア=6日
'住 “

内の栞凛ビツ

県
内
９
信
用
金
融
を
，
撃
筆

ん
だ
。
鶏
潜
導
露
メ
ー
カ
ー
の

目
の
借
金
饉
機
に
よ
る
壼
雛
金

イ
ー
モ
ア

＾
浜
ち
清
議
層
り

は

「
よ
い
崚
事
お
こ
じ
フ

ェ
ア
』

一公
共
、
蔵
増
施
諏
め

エ
ン
ト

ラ

一同
実
行
誓
置
倉
主
籠
）
が
３

・ン
ス
や
階
段
、
ス
コ
ー
プ
な
ル
】

日
「
都
内
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ

「
主
こ
賢
ヒ
宰
占
番
賢
二
輌
つ
味

卜
で
始
ま

っ
た
。
新
盤
コ
ロ
ナ

用
肪
潜
材
を
ア
ビ
■
ル
，
企
画

・

ウ
イ
ル
ス
格
で
厳
し
い
経
営
珊

〓冨
暉
本
部
長
の
出
田
桂
子
さ
ん

燿
だ
置
か
れ
る
中
小
企
量
の
本

は

「
栞
場
壼
が
鶴
心
を
喬
せ
一て

一
魂

さ
負
暑
通
扉
実
な
囲

り
た
い
」
と
言
葉
に
力
を
込
め

ヘ
ス
テ
ー
ジ
ィ
ベ
ン
ト
で
は
、

伊
量
の
麟
市
の
ニ
ュ
ー
プ
ア
ー

マ
ー

一新
規
戯
彙
青
）
た
ち
が

費
壇
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
曜

Ｅ
駆
け
登
思
い
や
、
後
逸
の
爾

康
を
通
じ
て
地
場
曇
増
の
指
興

筆

―

し
ヘ

ヘ驚
尋
注
商
事
〓

驚

会
い
り
，
饉
震
Ｅ
一
ミ
滝

信
金
一
押
し
逸
品
集
結
　
　
転
浦
議
壁
要

全
■
０
僣
日
会
車
が
一押
し

す
る
０
の
づ
く
り
企
業
や
崎
薩

晏

墨

蓋

璽

妻

と

埜

ら

う
大
趣
理
薗
筆
会

一よ
い
佳
事

お
こ
し
フ
ェ
ア

一
が
３
日
、
椰

内
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
闘

薔
レ

ち

盆

〓
に
誓

２

詢
●

５
０
の
ア
ー
ス
●
バ
イ
ヤ
ー
ら

か
け
き
交
い
、
講
た
な
薦
尋
円

発
へ
意
見
を
受
羹
し
た

一，
日

ま
電議
議
会
は
、一
斉
撻
な
一全
一事

彗
颯
〓

重
目
雷
中
全
菫
〉
が
、

晉

蓋

驀

・
篤

金
爾
に
よ
る
地
方
角
生
！
」
ヨ

本
を
霧
る
く
元
気
に
１

〓
菫
ア

ー
マ
Ｃ
連
賞

■
小
企
業
に
出

た
，
全
興
は
、
コ
ロ
ナ
綺
で
大

…

義

・

霧

工
．
量^
ヽ
日
業
″二
薇

に

燎
っ
た
．
久ワ
ー
丞
肩
い、
世

界
に
誇
る
こ
凛
域
行
、
地
域
の

」勢
わ
奮
蜃
露
蔓
晏

転

続
を
こ
か
し
■
遷
几
ズ
ぶ
ッ
ト

毎
を
受
し
た
´

口
醤
奎
あ
川
本
お
な
理
事
彙

は
一ス
テ
ー
ジ
で
多
鯉
の
取
り

曇

傷

下

ｔ

，

、
経

“
翼
２
婁
ｒ
な
れ
電

信
墨

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
明
る
い
日
本

づ
く
り
に
重
議
し
た
い
ｉ
議
一

絡

‥
，
籠
”
時
，
午
後
―
壽
。
間

■
合
わ
せ
は
実
行
要
●
０
，

きょうまで「よい仕事おこしフェア」

撃
′
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【中国新動

中国新聞 2022年 :2月 7日 本曜日 中国経済 168ページ

″ いゝ端 報

【読売新聞】

●「よい仕事おこしフェア」開幕

全国の信用金庫による中ガヽ企業
向けの商談イベン ト「よい仕事お
こしフェア」が 6日 、東京都江東区
の東京 ビッグサイ トで始まった。

「 ものづ くり」「食品」「観光」
の 3業種を中心に、各信用金庫 と
取引のある464の企業・ 団体がプ
ースを出展。販路の拡大や取引先
の開拓につなげようと、自社の商
品やサービスをPRし た。
開会式では、全国 251地域で生
産された米をブレン ドして造 った
日本酒「絆舞」の鏡開きも行われ
た=写真=。 全国信用金庫協会の
御室健一郎会長は「フェアが地域
経済活性化の起爆剤とな り、地方

創生につなが ることを願 ってい

る」と話した。
7日 まで。出展企業・ 団体以外
の参加も自由。入場無料。

″ 赫 新議

東
京
の
商
議
会
に

中
菫
地
方
の
９
社

各
地
の
中
小
企
桑
が

一
堂
に

会
す
る
題
談
会

「
よ
い
仕
事
お

こ
し
フ

ェ
ア
」
が
６
日
、
東
京

ビ

ツ
グ
サ
イ
ト

（東
京
都
江
東

区
）
で
始
ま

っ
た
。
原
材
料
高

に
直
薗
す
る
企
業
を
後
押
し
し

よ
う
と
、
全
国
の
信
用
金
層
で

つ
く
る
重
客
曇
曽
員会
が
開
催
．

中
自
躍

”

が

ら
５

基

吾

基

一の

呼
び
掛
け
に
応
じ
た
９
社
が
商

品
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

珍

味
製
造

卸
の
オ

オ

ニ
シ

ａ
署

帯

）
は
主
力
の

「薔
鶏

暑

目

５

２

年

３

盆

奎

鶏
２

攣

お

り
≦

曇

雰

需

鷲

ら

、
３

よ
う
に
入

っ
て
こ
な

い
こ
と
も

あ
る
。
杢
曇

麗

置

燿

撻

露

め
菫

響

■

Ｚ

み

ば
し
た
い
」
ル
漏
〓
魯
円
い
為

農
■
軽
営
の
さ
ん
ち
ゃ
ん
フ

ァ
ー
ム

（松
江
市
）
は
、
モ
ン

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
質
を
受
け

た
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
“
ポ
イ
ラ
ー
の
電
彗
代
が
菫

〓
澪
籍
Ｒ

藤
田
零
導
済
は

ヽ
い

い
わ
澤
置
場
痰
薔
霧
で
買
っ
て

ほ
し
い

一
こ

ぢ

ご

ん

〓

」

氏
題

突

螢

晨

露

ａ
豊

↓
峡

は
ん
だ
付
け
ロ
ボ
ッ

ト
を
展
示
し
た
。

フ
ェ
ア
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
綺
で

３
年
ぶ
り
の
通
常
開

鮨
。
４
６
４
破
・
団

―

ヽ
呂

ま
ζ

コ
ロ
ナ
禍
や
原
材
料
高
に

苦
労
す
る
中
小
企
業
を
支
援

す
る
大
商
談
会

「よ
い
仕
事

お
こ
し
フ
ェ
ア
」
が
６
日
、

東
京

・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
始
ま

っ
た
。
全
国

の
信
用
金
庫
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
が
主
催
し
、
信
金
職
員
ら

が
呼
び
か
け
た
４
５
３
社

・

団
体
が
出
展
。
地
域
な
ら
で

は
の
食
品
や
独
自
の
金
属
加

工
持
希
“、
工
輩
薇
一口
雪
笙
理
露

し
て
い
る
。

同
日
の
開
会
式
に
は
秋
葉

賢
也
復
興
相
や
、
小
池
百
合

子
東
京
都
知
事
ら
地
方
自
治

体
の
首
長
、
信
金
の
理
事
長

ら
が
参
加
倉
書
δ
。
秋
葉
復

興
相
は

「地
域
連
携
に
よ
る

事
業
者
支
援
の
実
現
に
つ
な

「
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
」開
幕

全
国
の
信
用
金
庫
が
地
域
活
性
Ｌ
を
目
指
す
晨
示
商
談

会

「
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
」
が
６
日
、
東
京
ビ

ッ
グ

サ
イ
ト

（
東
京

。
江
東
）
で
開
幕
し
た
。
金
属

・
樹
贈
加

工
、
食
品
、
観
光
関
連
の
中
小
企
業
や
自
治
体
な
ど
が

一

堂
に
会
し
、
技
術
や
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
。
７
日
ま
■

全
国
の
信
金
で
組
織
し
た
実
行
委
員
会

（事
務
局

・
城

南
借
金
）
が
主
催

（日
本
経
藩
露

田̈
社
な
ど
後
援
）
。
４

６
４
社

・
団
体
が
プ
ー
ス
を
構
え
、
初
日
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
町
お
こ
し
の
成
功
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ち

会
場
で
は

「
地
域
再
生
に
果
た
す
信
金
の
役
割
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
“
城
南
信

金
の
川
本
恭
治
理
事
長
は

一
い
ろ
い
ろ
な
地
域
と
連
携
す

る
こ
と
で
解
決
で
き
る
凛
饉
は
多
い
。
全
国
の
日
さ
ん
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る

一
と
語

っ
た
。

４７
都
道
府
県

。
２
５
１
地
域
の
コ
メ
で
■
造
し
た
日
本

酒

〓
〓
ご

に
よ
る
鏡
開
き
に
は
、
全
国
耐
基
一協
会
の
御

室
健

一
郎
会
長
の
ほ
か
、
秋
乗
員
也
復
興
相
や
東
京
都
の

小
池
百
合
子
知
事
も
参
加
し
た
。

が
底
力
を
出
し
、

ビ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
す
れ
ば
日
本

」〓
基
京
の
未
来
が

変
わ
る
」
と
出
展

し
た
中
小
事
業
者

に
エ
ー
ル
を
お
く

っ
た
。
よ
い
仕
事

お
こ
し
フ
ェ
ア
は

東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
福
島
県

贔

ｋ

２

２
０
１
２
年
に
初

開
催
。
１０
回
目
の

今
回
は
３
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
で
、

地
域
企
業

の

販
路
拡
大
支
援

自

信
念

藝

全
国
の
信
用
金
庫
で
構
成
す

る

「よ
い
仕
事
む
こ
し
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
」
は
６
日
、
取
引

先
で
あ
る
中
小
企
業
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
商
談
会
を
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
い
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
円
安
、
原
材
料
の
高
騰

で
打
撃
を
受
け
て
い
る
地
域
の

企
業
を
支
援
す
る
。
製
造
業
や

観
光
業
、
食
品
関
係
と
い
っ
た

各
地
の
事
業
者
、
自
治
体
な
ど

計
約
５
０
０
団
体
が
出
展
し

た
。
７
日
ま
で
。

会
場
に
は
、
企
業
の
技
術
力

や
製
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
地
域
の
祭
り
を
Ｖ
Ｒ

（仮
想
現
実
）
で
体
験
で
き
る

暑

お

了

る

。
率
と

食
べ
ら
れ
る
地
元
の
高
級
バ
ナ

■ 1■ |

餌麟州赫賊』詢
型痴魅織靭蹴感動

過去最高453社・団体

よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
き
ょ
う
ま
で

が
る
」
と
事
業
機
会
を
創
出

す
る
今
回
の
大
商
談
会
を
評

価
し
た
。
小
池
都
知
事
は

ヨ
困
難
な
時
期
に
中
小
企
業

出
展
者
数
は
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
観
光
、
食
品
、
モ

ノ
づ
ぐ
り
の
３
分
野
で
、
全

国
の
信
金
職
員
が
推
薦
す
る

企
塾
↑

団
体
が
出
星

甲
。
会

期
は
７
日
ま
で
。
入
場
無
料
。

3年ぶり通常開催
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・よい仕事おこし、フェア

いわきの製品、技術PR

鶴 刷

地域企業の販路を拡大

フェア

中
嗽
部
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
ィ
ト
で
６
、
７
の
両
日

開
か
ｌｌ
た

「
″よ
い
仕
事

お
こ
し
イフ
エ
ア
一に
は
、

い
わ
き
市
の
ひ
ま
わ
り
個
　
卜
、
ト
ラ
ス
ト
企
画
、
長

ｔ
国
の
儀
綺
金
中

≡
構

成

‐―

る

。
ょ
い
１１‐
平
お

■
●

″

■
プ

実
行
４
●
■

，
は

６
日
、
収

‘１１１

先

で
あ
る
中
小
企
鷲
い
喩
路
拡

大

に
向
け
た
面
議

よ
セ
東
京
都

企
業
を
支
ガ
す
う
　
製
造
葉
や

商
照
金
で
新
澪
椰
綸
綺
市
の
企
齋

が
綬
壌
し
た
凛
崚
バ
ナ
ナ
そ
會
ベ

る
秦
場
書

・
８
員
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

観
ェ
業

、
食

贔
関
係
―‐‥
■

「
た

各
地
の
事
業
汗
、

１１１
綸
体
な
ど

，
――
約

３

●
０

団

体

が

―――
襲

ｔ

″
．
７
日
Ｉ

主
叫
■
は
、
●
■
０
技
術
′，

や
製
品
４
・轟
ｒｒ
ｔ
る

コ
ー
サ
ー

の
‐ｉ
れ

、
地
域
め
争
り
を
Ｖ
Ｒ

餃
●
町
■
　
一、・体
験
で
き
る

自
詢
体

“
ア
ー
ム
れ
，
政
Ｉ
Ｉ

食

（
ｒ，
れ
る
地
た
の
高
級
バ
ナ

サ
を
Ｐ
Ｒ
ι
た
「
シ
七
ダ
産
業
」

、
新
漏
甲
仙
崎
市

一の
霧
田
真
紀

メ
副
社
長
は
　
県
外
の
人

に
知

，
て
ら

‘，，
い
、
地
域
を
元
気
に

し
た
い
　
上
ヵ
を
込
め
た

。

■
触
者
代
表
の
欄
口
椰
雛
編

島
嬌
川
金
暉
理
事
長
は

「
新
し

い
出
会
い
や
ア
イ

デ
ア
の
き

っ

か
け
と
な
り
、
地
域
ル
経

薬

の

ぉ
職
に
っ
た
が
る
・Ｉ
を
期
待

し
て
い
る

】と
あ
い
さ

つ
し
た
。

久
保
全
品
、西
野
慶
食
品
、

い
わ
き
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
プ

ー
ス
を
構
え
た
。
い
わ
き

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
人
気
の

め
ひ
か
リ
チ
ョ
コ
シ
リ
ー

ズ
に
加
え
、
発
売
を
予
定

し
て
い
る
メ
レ
ン
グ
の
彙

子

「淡
ノ
果
」
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。
い
わ
き
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
フ
イ
ン

「甲
州
オ
レ
ン
ジ
」
な
ど

売
れ
筋
６
種
類
を
そ
ろ

え
、
訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
ら

に
試
飲
を
動
め
た
。

ひ
ま
わ
り
健
金
の
職
員

が
各
ブ
ー
ス
で
来
場
者
の

対
応
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

全
国
僣
金
、
東
京
で
商
議
会

地
域
中
小
企
業
の

販
路
拡
大
を
支
援

全
国
の
信
用
金
置
で
構
成
す
る

「よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
」
は
６
日
、
取
引
先
で
あ

る
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
闘
談
会
を
東
京
都
江
東
区
の
東

京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
円
安
、
原

材
料
の
高
騰
で
打
撃
を
受
け
て
い

る
地
域
の
企
業
を
支
援
す
る
。
製

造
業
や
観
光
築
、
食
品
関
係
と
い

っ
た
各
地
の
事
業
者
、
自
治
体
な

ど
計
約

５
０
０
団
体
が
出
晨
し

た
。
７
日
ま
で
。

窮

霞

、
金

８

製
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
整

お

祭
う
奪

益

会
懸

馨

言

‥

プ
ー
ス
も
。
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る

一魯
栞
娑
屋
バ
ナ
ど
ｇ
魚
Ｌ
だ

「シ
モ
ダ
巌
彙
」
企
ヨ
冒
界柏
崎

じ
２
麓
要
肇
力
聾
顧
員

外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
地
崚

壼
吾
摯
Ｌ
た
い

ル
カ
奪
除
）

た
。蓋
握

獲

８

星

涯

露

目

壼

碧

整

ぜ

撥

会
い
や
ア
イ
デ
ア
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
崚
ど
企
亜
の
議
口
Ｆ
一つ

な
が
る
，し
，
ｇ
墨
僣
し
て
い
る
」

と
あ
い
き
つ
Ｌ
再
Ъ

蘭
議
会
で
新
潟
彙
綸
崎
市
の
企
業

が
載
培
し
た
高
級
バ
ナ
ナ
を
食
べ

る
来
場
者
＝
東
京
ビ
ツ
グ
サ
イ
ト

の
発
想
な
ど
か
ら
地
方
創

生
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
出
席
者
が

¨̈̈
矧̈̈
脇̈
脚　び

でＦｉ撃を受けイいる地域い
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ょうまで全国の棄京でき

く

“

菫r)

用
金
庫
の
取
引
先
５
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ョ
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．
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目
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全
国
か
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業
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鰤
「出察男
犠
罐

識

仕
事
お
こ
し
″
フ
エ
ア
」

（実
行
委
員
会
主
催
、
毎

日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が

．６
日
、
江
東
区
有
明
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
始
ま

っ
た
。
４
６
４
の
企
業

・

―

ヽ
願

大
な
ど
を
目
指
す
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
７
日
ま
電

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の

通
常
魔
催
。
今
回
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
物
価
高
鷹
や
円

安
の
影
書
を
受
け
る
事
業

重

電

露

零

軍

壼́
・３

を

一

ロ
ニ
〓
回
饉
‘
一　
　
，よ
い
一
昔
曖
つ
一

〓
ｔ
・
，

■
ア

一
が
、
６
６
か

ら
２
８
鶴
め
８
日
で
、
重
黛

・

■
鴫
の
東
京
ィ
ッ
グ
，
ｒ
卜
千
・

饉
ｔ

っ
た
ど
蒟
が

う
０
望
警
、

棗

．
調

、
顔

壼

が
な
“
じ
う

の
企
■

・
自
体
が

出
属
し
て
い
０
．

銹
型
●

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
肇

●
で
３
年
よ
り
の
通
常
由
彊
Ｅ

●
る
う
●
薔
一、
全
国
あ
こ
基
ｒ
一

取
引
め
あ
る
０
め
づ
く
り

・
●

薔
¨
当
ｗ
ａ
調
資

長
■
●
．

ひ
ま
わ
り
信
金
の
取
引
先

●
全

国
信
金
が
地
域
企
業

の

団
体
が
出
展
し
た
り
７
日
ま
で
。

会
場
に
は
、
企
業
の
技
術
カ

や
要
【晏
盈
口
倉
す
る
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
地
域
の
祭
り
を
Ｖ
Ｒ

量

藤

習

自
治
体
の
プ
ー
ス
も
。
皮
ご
と

食
べ
ら
れ
る
地
元
の
高
級
パ
ナ

ナ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
「シ
モ
ダ
菫
憂

盆
曇
響
塁
彊
崎
市
）
の
霜
田
嘉

紀
子
副
社
長
は

ヨ
界
外
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を
元
気

に
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

お

こ
し

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
」

は
６
日
、
取
引
先
で
あ
る
中
小

企
業

の
販
路
拡
大
に
向
け
た
商

談
会
を
東
京
都
江
東
区
の
童
〓ふ

ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
い
た
。
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
円
安
、

原
材
料
の
高
騰
で
打
撃
を
受
け

て
い
る
地
域
の
企
業
を
支
援
す

る
。
製
造
業
や
観
光
業
、
食
品

関
係

と

い

っ
た
各
地

の
事

業

者
、
自
治
体
な
ど
計
約
５
０
０
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地
域
企
業
の
販
路
拡
大

文
接
へ
部
内
で
商
議
会

議

塁

自

の
雷

藤

墓

野

る

「よ
い
笙
憂
響

」
し
フ
ェ
ア

言

旨

貝

罰

先
で
あ
る
中
小
傘
栞
の
販
路
蘊

人
に
向
け
た
商
議
会
を
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
目
安
、
原
材
料
の
高
騰

で
打
撃
を
受
け
て
い
る
地
域
の

金
憂
藤
手
金
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■

製
造
菫
や
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翼
諄
騨
裁
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団
体
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出
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た
。
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日
ま

ヽ

会
場

に
は
、
企
栞

の
技
術
カ

や
製
品
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー

の
晨
ぶ
ヽ
綸
Ｓ
一り
彙
り
を
Ｖ
Ｒ

督^
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暴
９

イ

る
●
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望
Ｂ
パ
ナ

ナ
を
，
■
Ｅ
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■
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，
事
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ｇ
込
め
手
ヽ

會
菫
電
一
一
〓
〓
の
ニ
ヨ
ｕ
玉
吾
３
一

，
Ｆ
し

い
０
会
い
や
ア
イ
デ
ア
の
０
っ

…

撃

霧

晏
■
に
つ
量
な
０

，
諄
鶏
僣

し
て
い
る
」
と
あ
い
０
，
セ
■

…

〓

き
●
〓
型
田
目
．
新
菫
コ
ロ
ナ
ｎ
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窪
重
オ
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フ
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●
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手
こ
菫
ξ
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ギ
輌

饉
、
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置
中
，
な
っ
ヽ

―

地
域
企
業
の
販
路

拡
大
支
援
商
議
会

東
京
で
全
国
信
金

全
国
の
信
離
金
庫
で
構
成
す

る

「よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
再

τ

日
、
取
引

先
で
あ
る
中
小
企
業
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
画
豪
会
を
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
円
安
、
原
材
料
の
高
騰

で
打
撃
を
受
け
て
い
る
地
域
の

企
業
を
予
寝
争
ス
％

一撃
輝
業
や

蟻
光
業
、
倉
軸
響
拳
と
い
っ
た

各
地
の
事
業
貢

＾
、
日
治
体
な
ど

計
約
鶉
団
体
が
出
最
し
た
。
７

日
ま
で
。

会
場
に
は
、
企
業
の
技
術
力

お
由
車
茅
露
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
地
域
の
祭
り
を
Ｖ
Ｒ

量

暑

意

自
治
体
の
ブ
ー
ス
も
あ
る
。

全
目
饉
金
が
議
麟
会

全
目
の
彗
用
金
澤
で
■
成
す

る

「よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会

一
は
６
日
、
取
引

先
で
あ
る
中
小
企
業
の
販
略
拡

大
に
向
け
た
南
麟
会
を
東
京
都

こ
東
区
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
い
た
。
新
憂
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
目
安
、
霰
材
料
の
高
彗

で
，
撃
を
受
け
て
い
る
地
域
の

企
業
を
支
援
す
る
。
塁
越
襲
や

（
優
慈
軍
警
）
で
体
験
で
き
る

自
治
体
の
ア
ー
ス
も
っ
皮
こ
と

食
べ
ら
れ
る
地
元
の
出
量
バ
ナ

ナ
を
Ｐ
Ｒ
し

た

「
シ

モ

ダ

奎

騨

』

疑

配

脳

評

”

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域

者

え
気
に
し
た
い
一
と
力
を
込

め
た
。

主
催
者
代
署
の
盤
酔
昴
露
福

島
僣
用
金
承
理
事
長
は

「新
し

い
出
会

い
や
ア
イ
デ
ア
の
言

う

か
け
と
な
り
、
地
域
と
企
義
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し

て
い
る

一
こ
あ

い
さ

つ
し

た
。闘

換
会
は
２
０
１
２
年
に
輸

ま
り
、
今
回
で
■
回
目
。
新
型

ゆ
ロ
ナ
福
で
”
年
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
組
み
合
わ
せ
て
競
優
を
縮

ｔ

て
霧

、
撃

議

告

な

っ
た
。

ヽ
絆
彙
」
で
摯
癬
も
馨
大
餞

地
域
企
業
の

路

拡

大

文

全国 の信用金簿で構成 する rょぃ 仕事 お こ

しフ ェア実行委員会」 は 6日、取弓1先であ る
■ りヽ企苺 の額路拡 大に 0けた商談会を東京 都
:■東区 の東京 ビ ツグ サイ トで開いた。転型 コ

ロナウイル スや目安、原材料の議糠で打撃を
受けている地域の 2案を支援する。襲遺業や
観光
=、
自品関係といつた各地の事業者、 自

治体な ど計

―

力:出属 した,7日 まで
会場には企業の技 恭力や雲品を紹介する コ

ー十一の IIか 地 域分祭りを VRi傾 思現実 :

で体崚できる自治体のアースも設置 した。

朧 島新闘

地域企票又援へ全国48金が商績金
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確濃毎日新聞】
地域企業支援へ全国僣金が議談会
全国の 信用金 距で構成する 「よい lt事お こ
しフ ェア実行委 員会 Jは 6日、取 り1先であ る
中
`J逢
業の販鰹 拡 大に向けた商談会を東京 都

江東区の 東京 ビッグサイ トで開いた。新 型 コ

ロナウイル スや円安、暉材 料の高義 で打撃を

登 ,ナて しヽ るゆ 企業を支援 する。製造業や

―
食品関係 といつた .各地の事業者 、自

― な どま 第
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会場には企業の技術力や要品を紹介するコ
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'で体験できる自治体のプースも設置 した。
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主藩協会の御菫会長 秋葉復震相、小池事知事、城南僣金の

"1本
理事長 (6日、東京都江棄区の東京ビックサイト)

全国の信用金庫が地域活性化を目指す晨示裔議会

「よい仕事おこしフェアコが6日、東京ビッグサ

イト (東京。江東)で開尋した。金属・樹脂加

工、食品、観光関連の中小企業や自治体などが一

堂に会し、技術や商品をPRし てビジネスの拡大に

つなげる。7日 まで。
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昨日、「信用全庫による地方創生 !日
本を明るく元気に :2022よ い仕事お
こし'フェア コロナに負けるな !大商
談会」の開会式にてこ撲夢をさせて頂
きました。

また、閉会式後には出展ブースを視察
しました。
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